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はじめに
	 本稿の目的は、モンゴル国に居住するカザフ人の中で受け継がれているカザフの伝統的手芸技法を
詳述することである。カザフ牧畜民は、キーズ•ウイ（киіз үй）と呼ばれるフェルト製の住居ユルタ
で生活している。カザフのユルタの内部には、カザフ文様を伴った色鮮やかな美しい装飾が施され、
壁掛けや手織り紐、フェルトの絨毯で飾られている（表 1）。装飾として施されるカザフ文様は、曲
線の組み合わせによって構成されており、ヒツジの角や鳥の姿をモチーフとしている。カザフのユル
タ内部に施された装飾は、カザフ女性の手芸によるものである。カザフ語で手芸のことを、コル•ウ
ネル（қол өнер）という。この手芸には、様々な技法がある。カザフの手芸技法の中には、古くから
カザフ人の間で受け継がれて来たもの、あるいは、比較的近年に外部から新しく入ってきたものがあ
る。総じて、カザフの手芸技法は、大きく次の 3つに分類することができる。それは、「刺す（тігу）」、
「織る（теру）」、「巻く（орау）」である（表 1）。本稿では、モンゴル国が社会主義期を迎える以前
から、カザフ人が使用してきた伝統的手芸技法を取りあげる。
表 1	 カザフの手芸技法の名称と分類 
完成品 技法別分類 素材別分類	 	 	 道具別分類
針刺繍（кесте: ケステ） 壁掛け布（түс киіз:トゥス•キーズ） 布に刺す
（тігу: ティゴ） 鉤針刺繍（біз кесте: ビズ•
ケステ） 
フェルト絨毯（сырмақ :サルマック） 
刺す（тігу: テ
ィゴ）
フェルトに刺す（сыру: サロ） 
手織り紐（терме бау:テェルメ•バオ） 織る（теру: テェロ） 
防砂壁（ ораған ши:オラガン•チー） 巻く（орау: オラオ） 
[注]表（）内はカザフ語のキリル文字表記及びその読みである。 
『千葉大学　ユーラシア言語文化論集』15（2013)：131－149
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表 2	 刺す技法の道具及び材料 
手法 道具•材料名 用途 大きさ/太さ/形状 材質
針（ інее:イネ
ー）
布上に刺繍する。 長さ 4~5cmほど。細長い。 金属。①針刺繍
（кесте:ケステ） 
糸（жіп:ジップ） 刺繍する。 針に通せる細めの糸であれ
ば太さに特に指定はない。
木綿/化繊
など。
鉤針（біз:ビズ） 布上に刺繍する。 長さ 10cm ほど。全体は細
長い。先端は尖鋭。
鉄材。
枠（кергиш: 
ケルギシ）
布をくくりつけて
固定する。
大きいもので、縦 150cm×
横 75cm ほど。長方形ある
いは、正方形。
鉄 材 / 木
材。
②鉤針刺繍
(біз кесте: 
ビズ•ケステ) 
糸（жіп:ジップ） 刺繍する。 鉤針で縫えるやや太めの糸
であれば特に指定はない。
自分たちで適当な太さに縒
って用いる。
木綿/化繊
など。
針（ інее:イネ
ー）
フェルト上に糸を
指して固定する。
長さ 5~7cmほど。刺繍の針
に比べるとやや太くて長
い。
金属。
糸（жіп:ジップ） フェルト上に這わ
せた糸を固定する。 
木綿糸または麻糸。糸が細
い場合は、二重にする。
木綿/麻な
ど。
③フェルト
（сыру:サロ） 
這 わ せ る 糸
（сыру жіп:サ
ロー•ジップ）
フェルト上に這わ
せる。
やや太めの糸を用いる。細
い場合は、2~3重にする。 
木綿
1.1	 布に刺す 
1.1.1 一般的な針刺繍 
	 一般的な針を用いた縫い方は、多様である。現在、用いられている縫い方には、古くから伝わる縫
い方と、新しく外部から取り入れられた縫い方がある。本項では、古くから受け継がれて来たと言わ
れるものの中から、特に人びとが強調をする縫い方を 2種類取り上げて記述する。ひとつは、バスパ
•ケステ（баспа кесте）と呼ばれる刺繍であり、もう一つはチュラシ•ケステ（шырыш кесте）と呼
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ばれる刺繍である。
①バスパ•ケステ
バスパという言葉は、カザフ語の「バソ（басу）」という動詞が派生したものと考えられる。バソ
とは、「押す」の意である。パスパ•ケステは、1本の針と 1本の糸を用いて行われる（表 2）。針は、
通常の裁縫で使われるもので、長さ 4~5cmほどのものであれば良い。バスパ•ケステは、一般にスト
レートステッチと呼ばれる縫い目に酷似した刺繍である。ストレートステッチは、その名の通り、ま
っすぐな線を表すように縫う刺繍のことである。カザフのバスパ•ケステでは、まずストレートステ
ッチのようなまっすぐな基本線を縫う。次に、その基本線に、同じ糸を 2~3回巻き付ける。縫った線
と線の間を極力つめながら、この作業を繰り返す。バスパケステは、布上に描かれたカザフ文様の内
側を埋めるときに用いられる（写真 1）。 
②チュラシ•ケステ
チュラシ•ケステもまた、バスパ•ケステ同様に、1 本の針と 1 本の糸を用いて行われる（表 2）。
チュラシ•ケステは、一般にいうオープンチェーンステッチとほぼ形状が同一の刺繍である。オープ
ンチェーンステッチとは、チェーンステッチの足元を開いて刺したものであり、チェーンステッチと
比べると縫い目が広がっている。チュラシ•ケステは、オープンチェーンステッチが二列になるよう
に縫い進めたものである。チュラシ•ケステは、左右二列に広がるように縫い目を作り、それぞれの
縫い目の角から糸を出して輪状の縫い目を作っていく。このチュラシ•ケステは、文様の形に切り取
った布を、別の布に固定する時に、その縁に沿うようにして用いられる（写真 2）。 
写真 1	 バスパ•ケステ 写真 2	 チュラシ•ケステ 
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 この二つの刺繍に共通して言えることは、どちら
も縫い方自体はそれほど複雑ではなく、繰り返し練
習を重ねることで、縫い目の細かい状態に仕上げる
事ができるという点である。
	 さらに、この二つの刺繍は、どちらの刺繍も、
トゥス•キーズ（түс киіз）と呼ばれる壁掛け用の 
刺繍布においてよく見られた（写真 3）。この刺繍 
布は、カザフのユルタの壁の装飾するためのもので
ある。1 枚の刺繍布は、1 台分のベッドの大きさに合わせて作られる。刺繍布全体の大きさは平均で
およそ縦 120cm×横 210cmである。そのうち、刺繍が施されている部分の大きさは、平均でおよそ縦
100cm×横 160cmに及ぶ。布には、カザフ文様や花の模様が描かれ、その下絵の通りに刺繍が施され
る。刺繍布の上に描かれたカザフ文様の内側を埋めるためにバスパ•ケステを、文様の外側を縁取る
ためにチュラシ•ケステを用いた。これらの刺繍は、年配の女性が後述する鉤針刺繍をすることがで
きなくなった時に、特に用いられたという。鉤針刺繍は、大きな枠を抱えながら行うものであり、刺
繍する時に肩や腰に負担がかかる。一般の針による刺繍は、鉤針刺繍に比べるとそういった負担が少
ない。バスパ•ケステは、刺繍布の他にも、革製のズボンに装飾を施す際に用いられたという。
1.1.2	 鉤針刺繍 
鉤針を用いて行われる刺繍のことを、カザフ語でビズ•ケステ（біз кесте）という。鉤針は、市販
されているものもあれば、スプーンの先を切り落とし自分で磨いで作られる場合もある。一般的な鉤
針の長さは、持ち手を含めた全体の長さがおよそ 10cm である（写真 4）。ただし、鉤針の大きさや
長さには、鉤針を用いる人によって多少の違いがある。なぜなら、鉤針を握りやすいように少し持ち
手を太くする人もいれば、細かい模様を縫いやすいように小さな鉤針を用いる人もいるからである。
鉤針の先端は尖鋭で、先端の下の部分は、糸をひっかけやすくするためにやや丸みを帯びている（写
真 5）。自分が縫いやすいようにヤスリ等で鉤針の先端を調整する。  
	 次いで、鉤針を用いて刺繍する際には、鉄製あるいは木製の大きな長方形か四角形の枠が必要であ
る（表 2）。この枠は、ケルギシ（кергиш）と呼ばれる。枠に糸によって布をくくりつけて固定し
て刺繍する。枠の大きさは、刺繍する布の大きさによって様々であり、特に決まってはいない。大き
いものは縦 150cm×横 75cmで（Zorbayr 2011: 32）、小さいものは縦 45cm×横 45cmほどである。
  写真 3 壁掛け刺繍布トゥス•キーズ
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枠は、自分で鉄材あるいは木材を買って作る。枠を支えながら刺繍をするため、材料は出来るだけ軽
いものを選ぶ（写真 6）。 
	 	  
左:写真 4	 スプーンの先を削って作った鉤針とその長さ 
中央:写真 5 鉤針の先端部分 
右:写真 6	 枠を抱えて刺繍する女性 
	  
	 鉤針による刺繍方法は、まず鉤針を布の表面から刺
して裏面に出し、裏で糸をひっかけてから引き出す。
引き出された糸は輪状になり、その糸をひっかけた状
態のまま鉤針を再び表面から刺す。この作業を繰り返
して縫い進める。鉤針刺繍では、直線も曲線も表現で
きる。 
	 鉤針刺繍の縫い目は、一般にチェーンステッチと 
呼ばれる縫い目と同形である（写真 7）。カザフ人 
はこの鉤針刺繍の縫い目に特に名称をつけてはおらず、そのままビズ•ケステと呼ぶ。あるいは、モ
ンゴル語でこの縫い目をホニン•ホルボー（хонин холбоо）と呼ぶため、カザフ人の中でもそのよう
に呼ぶ人もいる。ホニン•ホルボーとは、モンゴル語で「羊の繋がり」の意である。	  
	 鉤針刺繍は、既述したトゥス•キーズと呼ばれる刺繍布を作る際に最もよく用いられる。刺繍が施
されている部分の大きさは、平均でおよそ縦 100cm×横 160cmに及ぶが、鉤針を用いれば最短 1ヶ月
でその大きさの布全面に刺繍を施すことが可能である。  
	 鉤針を使って素早く縫えるようになるまでは一定の期間訓練が必要である。一度鉤針の使い方を習
	 写真 7	 鉤針刺繍の縫い目 
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得すれば、一般的な針を用いて刺繍を施す時よりも短期間のうちに、前述のような大きな布全体に刺
繍を施すことができる。鉤針刺繍では、直線も曲線も縫い表せるため、カザフの刺繍布に描かれる細
かな文様や模様も縫いやすい。文様の内側を埋め尽くすように刺繍する場合は、鉤針を使って刺繍す
る方が一般的な針を使うより速く刺繍を施すことができる。このような理由から、鉤針刺繍は現在カ
ザフ人の間で最も一般的に用いられている刺繍となっている。
1.2	 フェルトに刺す 
フェルトの上に刺す技法を、サロ（сыру）と呼ぶ。サロという言葉は、刺し縫いする、あるいは
縫い合わせるという意味を持つ動詞の原形である。フェルトの刺し縫いは、かつてのカザフのユルタ
の扉や、靴の中敷、そして、サルマック（сырмақ）と呼ばれるカザフ文様が施されたフェルト絨毯
を作る際において用いられてきた。現在では、専らフェルト絨毯を作る際に用いられている（写真 8）。
この手法では、刺繍の一般的な針と同じくイネーと呼ばれる針を必要とするが、素材がフェルトであ
り、且つ 2 枚のフェルトを重ねて縫い合わせるため、針の長さは 5~7cm と長く、やや太めのものを
必要とする（表 2）。 
カザフのフェルトの刺し縫いは、素材の上にサロー•ジップ（сыру жіп）と呼ばれる糸を這わせ（表
2）、その糸を挟むようにして別の糸で幅狭く等間隔に止めていく（写真 9）。これは一般にコーチ
ングステッチと呼ばれる刺繍技法と同じである。サロー•ジップを這わせる理由は、第一に絨毯の強
度を上げるためである。第二に絨毯を美しく見せるための飾りとして用いられる。この糸を這わせな
くても絨毯は作れるが、この糸があるか無いかで見栄えが全く異なるという。縫う時に注意すべき点
は、フェルトの上に這わせた糸を挟んで固定する糸が目立たないように出来るだけフェルト上に這わ
せた糸に添わせて縫う点と、縫い糸の間隔が広く空いてしまわないようにする点である。縫い方自体
は単純であり、容易に習得する事ができる技法である。糸の這わせ方次第では、曲線的にも直線的に
も縫う事が可能である。カザフのフェルト絨毯には、必ずカザフ文様が施されていなければならず、
刺し縫いは文様の内側および外側において、文様の形にあうように行われる。
文様の縁には、ジエク（жиек）と呼ばれる縁取りのための太い紐を縫いつけるが、この縁取り紐
を縫いつける行為はサロとは呼ばれない。縁取り紐を縫いつける行為は、バソ（басу）と呼ばれる。
バソは、カザフ語で「押す」の意である。
	 フェルトの刺し縫いの目的は、等間隔にフェルトの上に這わせた糸を止めていくことでフェルトそ
のものをしっかりと固定し、作ったものの強度を高めることである。このように縫い合わされたフェ
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ルトは、非常に固くて丈夫である。そのかわり、フェルトの上から針を刺す作業は、他の刺繍と比較
すると重労働である。
写真 8 フェルト製絨毯サルマック 写真 9	 サロの縫い目（文様の内側部分 
２	 織る技法
カザフ語で糸を織ること、すなわち、織りをテェルメ（терме）という。織りとは、ニ方向の一連
の糸を交差させて織物を作る手芸のことである。ニ方向の糸とは、織物の長い方向に走る糸と、それ
と交差する方向に走る糸のことを指す。長い方向に走る糸を縦糸と呼び、交差する方向に走る糸を横
糸と呼ぶ。カザフ人は、糸を織って、多種多様な美しい手織り紐をつくる。この手織り紐は、用途に
よって幅や長さなどが異なり、名称もそれぞれ異なるが、総じてテェルメ•バオ（терме бау）と呼ば
れている（表 1）。 
2.1	 糸を織る 
糸を織るためには、材料となる糸と、以下の道具を用意する必要がある（表 3）。糸は、現在は市
場などで販売されている化繊糸を用いている。化繊糸を使用するようになる以前は、ヒツジの毛で作
った糸、あるいは、社会主義後期の糸が手に入れにくかった一時期には古くなった衣服を切り裂いて
糸にしたものを用いていたという。織りに必要な道具は、基本的に自分で適した木材や鉄材などを探
して自分で作る。そのため、いずれの道具も、鉄材あるいは木材の棒や板など、手に入りやすいもの
である。この理由によるためか、道具の大きさおよび長さは、特に厳密に決まっているわけではない。
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 表 3 織る技法の道具  
道具•材料名 用途 大きさ及び形状 材質 
糸（жіп:ジップ） 縦糸となる糸。織って紐を作
る。 
特に指定は無い
が、編み物糸程度
の太さのものが
用いられている。 
化繊/木綿
など。 
横糸（салу жіп: サロー•ジップ） 横糸。脇から差し込む。 縦糸と同じ。 化繊/木綿
など。 
杭 （қазық:カズィク） 糸を巻く際の支えとして用い
る。また、織る際に、糸を地面
に固定するために用いる。 
長さ 30~40cm ほ
ど。 
鉄材。 
縦糸を表裏に分ける板 糸を巻く際に、縦糸の表裏をわ
ける分岐点で用いる。 
幅 10cm 、 長さ
50cmほどの板。 
木材。 
縦糸の表を吊るす棒 縦糸の表になる糸を巻き付け
る。織る際は三脚に吊るす。 
長さ 40cm ほど。
細い。 
鉄材。 
縦 糸を 結 び つけ る 棒 （ жип 
бөлгіщ ара:ジップ•ブルギシ•ア
ラ） 
縦糸が絡まないように結びつ
ける。 
長さ 20~30cm ほ
ど。 
木材。 
三脚（терме мост:テェルメ•モス
ト） 
縦糸を吊るす際に用いる。 長さ 65cmほど。 鉄材。 
糸をすくう棒（тергеш:テルゲシ） 織り糸をすくう際に用いる。 幅 2cm、長さ 30cm
ほど。 
木 材 / 鉄
材。 
糸を整える板（қақ қыш:カック•
クシ） 
織った糸を整える際に用いる。 幅 8cm、長さ 50cm
ほど。 
木材。 
織る時に縦糸の上下を入れ替え
る板（көтергіш:クテルギシ) 
縦糸の表裏を入れ替える際に
用いる。 
幅 8cm、長さ 50cm
ほど。 
木材。 
	  
	 道具の準備が整ったら、縦糸を準備し、次に織る工程に入る。縦糸の準備は、次の手順で行う。 
①地面に 3~4 本の杭あるいは支えを長方形か四角形になるように刺し、それに沿わせて糸をまわし
て巻いていく（写真 10）。 
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②3~4 本の杭のうち、一カ所には幅 10cm ほどの木の版と細い鉄の棒を沿わせておく。縦糸を杭にわ
せてまわすとき、この部分で縦糸が表裏に別れるように分離させる（写真 11）。
③糸は、紐の端になる糸→中央の文様になる部分の糸→紐の端になる糸の順にまわしていく。作りた
い手織り紐の太さによって、糸をまわす回数も糸の色の種類も異なる。
④糸をまわしている時に、縦糸の表裏を分けるが、表に当たる糸は、別の糸を使って細い鉄棒に一本
一本巻き付ける。
⑤必要な糸を巻き終わったあと、縦糸の表裏をわけた木の板を外し、鉄の細い棒だけを残す。鉄の棒
は、テェルメ•モストと呼ばれる三脚に引っ掛ける。
⑥他の杭に引っ掛けていた糸も全て外す。縦糸が絡まないようにするために、縦糸をいくつかの束に
わけて、束ごとにジップ•ブルギシ•アラと呼ばれる木の棒に紐で結びつける。
⑦縦糸を前後にのばして十分なテンションが張られるように固定し、写真 12•13のような状態を作る。 
写真 12のように断面から見ると、縦糸が上下に分離されていることがわかる。 
左上:写真 10	 糸を杭に回していく。 
右:写真 11	 縦糸の表裏を分ける部分。 
左:写真 12	 断面から見た場合の織る準備
が整った様子。
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縦糸の準備が整ったら、織る工程に移る。織りは、以下の手順で行う。
⑧模様を織りはじめる前に、何度か適当に縦糸の表裏を入れ替えながら横糸を通して固定しておく。
横糸は、サロー•ジップと呼ばれるが、この場合のサロー（салу）は、絨毯の時のサロー（сылу）と
は異なり、「差し込む」の意である。
⑨模様を描き出すためには、テルゲシと呼ばれる細い棒で表の縦糸をすくい取る。どの糸をすくい取
るかは、描き出す模様によって異なる。
⑩棒で必要な縦糸をすくいあげたら、残りの縦糸を手で押して、必要のない残りの表の縦糸を指で払
う。すると、裏の縦糸が上に出てくる。
⑪棒ですくいあげた糸を手前に押しあげる。
⑫カック•クシと呼ばれる木の板を上下に分かれた縦糸の間に差し込んで、叩くように整えてから、
その板を立てる。
⑬木の板を立てる事によって、縦糸の上下がはっきりとわかれるので、その間に横糸を通す。
⑭横糸を通したら、次に必要な糸を再び細い棒ですくい取る。このときすくい取る縦糸は、裏の縦糸
ということになる。
⑮糸をすくい取ったら、三脚の後ろにあるクテルギシと呼ばれる木材を持ち上げ立てた状態にして縦
糸の上下を入れ替える。
⑯縦糸の上下が入れ替わったことを確認したら、糸をすくい取った棒を手前に押し上げて、再び木の
三脚
糸を整える板
三脚に引っ掛ける棒
織る時に縦糸を上下に入れ替える板
縦糸が絡まないように結びつける棒
左:写真 13	 上から見た場合の織る準備が整った様
子。女性が手に握っている棒が、織り糸をすくう棒。 
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板を差し入れて糸を整えてから立てる。
⑰縦糸の上下の間に横糸を通して締める。そして再び、表の縦糸から必要な糸をすくい取る。
	 この作業を繰り返し、文様の形が現れるように糸を織っていく。カザフの織りでは、羊の角をイメ
ージした曲線的なカザフ文様が描き出されることが多い（写真 14）。すくいあげる糸を間違えると、
形が全く変わってしまう。織りは、一見するとやや複雑で、苦手とする人もいる。しかし、一度織る
順番をしっかり覚えてしまえば、後は同じ作業の繰り返しである。幼い頃に親あるいは周りの人間か
ら織り方および文様のパターンを習い、それを反復して習得した人は、基礎を応用して様々な種類の
手織り紐を織ることができるという。しっかりと縦糸を整えながら織られた手織り紐は丈夫で、様々
な場面で重宝される。ユルタ内部の装飾用に用いられる、あるいはユルタの天窓を持ち上げる際にも
用いられる（写真 15）。 
天窓を持ち上げる際に用いられるこの手織り紐を、カザフ語でジェル•バオ（жер бау）という。
カザフの手織り紐は、全長 2m ほどのものもあれば、全長 5m 以上のものもある。幅も最も細いもの
は 2cm、太いものは 30cmを越える。長さも幅も名称も用途にあわせて変わる。  
３	 巻く技法
	 カザフの伝統的手芸技法には、糸を巻きつけることによって装飾を施すことがある。巻く行為のこ
とを、カザフ語でオラオ（орау）と言う。本章では、オラガン•チー（ораған ши）とよばれるアシ
の防砂壁の制作過程から、カザフの巻く技法について詳述する。
左:写真 14 
完成したカザフの手織
り紐。中央にカザフ文
様が表れている。
右:写真 15 
カザフのユルタの天窓
を持ち上げるところ。
手織り紐を支えに用い
ている。
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3.1 糸を巻く 
	 巻く技法について記述する前に、オラガン•チーについて触れたい。オラガン•チーとは、カザフの
ユルタの外壁と内壁の間に挟まれるアシで編まれた防砂壁のうち、糸を巻く事によって文様を施した
部分を指す（表 2）（写真 16•17）。「オラガン（ораған）」とは、「巻く」の過去形であり、オラ
ガン•チーそのものを直訳すると、巻かれたアシを意味する。糸を巻かなかった部分は、アク•チ （ーақ 
ши）と呼ばれる。アク•チーとは、「白いアシ」の意である。オラガン•チーは、通常ユルタの内部
から見る事ができる。1枚の防砂壁の長さは、およそ 3~4メートルで、カザフのユルタ全体を覆うた
めには、4枚必要であるとされる。文様は、ユルタを覆う 4枚の防砂壁のうちの一部にほどこされる。 
	  
  	 写真 16	 組み立て中のカザフのユルタ	 	         写真 17	 制作中のオラガン•チー 
 
	 加藤（1983）は、カザフ族の遊牧生活について触れた文の中で、カザフのユルタの側壁と壁面の覆
いの間に、シュイム•シ （ーшым ши）というアシのむしろが立てられることについて言及している。
シュイム•シーとオラガン•チーは同一のものと思われる。むしろとは、一般に敷物を指すが、オラガ
ン•チーは敷物としてより、防砂壁として見なされ使用されている。加藤（1983: 694）は、シュイム•
シーの用途に関して、「これは、冬期には保温の役割を果たし、また内部装飾ともなっている。」と
述べている。現在、バヤン•ウルギー県に居住しているカザフ人達は、冬期にフェルトで覆われたユ
ルタを使用することはない。冬期は、スタック•ウイ（ыстық үй）と呼ばれる木造家屋の中で生活す
る。そのため、このアシの防砂壁の用途は冬期の保温の役割としては当てはまらないが、内部装飾と
しては現在も十分に意識されて使用されている。そのほか、このアシの防砂壁は、ユルタの内部にね
ずみ等の害獣が入らないようにする役割も持つ。 
	 アシの防砂壁を作るために必要な材料は、アシと糸である（表 4）。糸は、かつては羊の毛糸を染
色したものであったが、最近では市場で手に入りやすい化繊糸あるいは綿糸を用いているという。 
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 アシの防砂壁の制作過程は、二段階に分けられる。はじめに、乾燥したアシに糸を巻いてカザフ文
様等の模様を表す。次いで、糸を巻き付けたアシを、一本ずつ別の糸を用いて編む。それぞれの段階
で、用いられる道具は異なる（表 4）。巻く技法においては、刺す技法同様、多くの道具を要さない。 
表 4 巻く技法とその道具 
用具名 用途 大きさ及び形状 材質
アシ（ши:チー） 糸を巻き付けて編む。 長さ 130~140cmほど。 乾燥したもの
下絵•型（ үлгі: 
ウルグ） 
文様を正確に表す為に、アシに印
をつける際に床に敷いて用いる。
大きい文様が描かれている
場合、幅 1mほど。正方形。 
厚手の布。
筆記用具 アシに印をつけて、糸を巻く場所
を定める。
指定無し。 指定無し。
糸（жіп:ジップ） アシに巻き付ける。 巻きやすい太さであれば、
特に指定はない。
化繊/毛 
重り 糸で結び繋いだアシが動かない
ように、重りを置いて固定する。
金槌などを重りとして利用
する。
鉄材など。重い物
であればよい。
アシの防砂壁を作る手順は、以下の通りである。
①ユルタ一周分の大量のアシを用意し、外側の余分な部分を剥いて綺麗にする。アシの太さなどに注
意しながら、余分なものは省く。
②アシの防砂壁の下絵となる大きな文様が描かれた布あるいは紙を準備する。下絵には、カザフ文様
の他に、幾何学模様などの表しやすい模様が施されている。
③下絵の上にアシを一本ずつ置いて、その文様にあわせてアシに印をつけていく（写真 18）。
④様々な色の糸を、印に沿って順番に巻き付けていく。アシを回転させながら、糸を巻き付けていく。
出来るだけ隙間を作らないように、間隔を詰めながら丁寧に糸を巻き付けていく（写真 19）。 
⑤糸の色を変えるときは、巻きつけていた糸の端と、次に巻き付ける糸の端を絡めあわせて入れ替
える。
⑥糸を巻き付けたアシを置き並べて、アシとアシを別の糸で垂直に結び繋げて仮止めをする。これは、
糸を巻き付けたアシの順番が、混ざらないようにするためである。仮止めの際にアシの上に重りを置
いて動かないように固定する。
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 この巻く技法は、技術的にはアシに糸を巻き付けていくのみで、複雑な動作を必要としていない。
ただし、このアシの防砂壁が、ユルタ一周分の長さに至るまで一連の作業を続けるには、相当の集中
力を必要とする。下絵通りの文様を表すためには、印をつける際に特に注意を払わなければならない。
また、仮止めの際に、順番を間違えないように下絵に沿ってアシを置き並べる必要がある。
	 最終的に、このアシのむしろを完成させるためには、下絵通りにアシに糸を巻き付け終えた後、ア
シを完全に固定する過程に移る。アシを編んで固定するためには以下の道具を必要とする（表 5）。 
表 5 アシを編む際に用いる道具 
用具名 用途 大きさ及び形状 材質
石（тас: タス） 糸を巻き付けアシを編む際
に用いる。最低 22個必要。 
石の直径は約 15~
20cm。 
石
2 種類の糸（салу жіп:サロー•ジッ
プ）
石に巻き付けて、アシを編
む際に用いる。
3m のアシのむしろ
を編む為に、糸は
30m必要。 
羊毛と駱
駝毛
アシを置く台（керу ағаш:ケロー•ア
ガシまたは белдік ағаш: ベルディ
ク•アガシ）
この台の上にアシを置いて
編む。
約 130~140cm。 木材。
台を支える 2本の木（тіреу ағаш: テ
レオ•アガシ）
台を支える木材。端と端に
垂直に立てられる。
高さ 200cm程度。 木材。
左上:写真 18	 糸を巻いたアシを並べている様子。 
右:写真 19	 アシに糸を巻き付けている様子。 
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 アシに糸を巻き付ける作業に続いて、糸を巻き付けて準備を整えたアシを固定する過程の手順は、
以下の通りである。
⑦直径 15~20cm ほどの石を 2 つ準備する。石の大きさは厳密に決まっているわけではない。それぞ
れの石に、羊毛を縒った糸と駱駝毛を縒った糸をあわせて結びつけて、写真 20 の状態を作る。この
状態のものを、最低 11セット用意する。糸は、サロー•ジップと呼ばれるが、この場合のサロ （ーсалу）
は、差し込むの意である。アシを固定するため交差させてアシとアシの間に差し込む為、このように
呼ばれる。
⑧木の台を組み立て、⑦で作ったものをケロー•アガシと呼ばれる台にかける（写真 21）。
⑨台の上にアシを１本置き、石を持ち上げて交差させてアシを固定する。アシのむしろの端にあたる
部分は全ての石を交差させて固定するが、中央にあたる部分では 1セットずつ交互に石を交差させる。 
⑨の動作を繰り返すことによって、アシを固定して全体を作り上げる。この一連の過程を経て、ア
シの防砂壁が作り上げられる。
おわりに
本稿では、カザフの手芸技法を、「刺す」、「織る」、「巻く」という 3つの技法に大きく分類し、
それぞれを詳述した。カザフ人は、この 3つの技法を用いて、刺繍布、絨毯、手織り紐、アシのむし
ろなど、家で用いられる家具などに、装飾を施して来た。
この 3つの技法の特徴のひとつは、いずれもある同一の作業を繰り返すことによって、素材に装飾
左:写真 20	 糸を結びつけた石。 
右上:写真 21	 台に糸付きの石をかけて並べた様子。 
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を施す点である。それぞれの作業では、特に複雑な技術を要しておらず、どの技法においても幼い頃
から反復して習得することが可能である。
	 もうひとつの特徴は、いずれの技法も直線と曲線を表現できる点である。すなわち、直線と曲線の
組み合わせによって作られているカザフ文様は、どの技法においても表現しやすいといえる。
3つの技法の全てにおいて特別な道具を必要としていない点も特徴としてあげられる。刺す技法と
巻く技法においては、2~3 つ程度の道具を揃えるのみである。織る技法においては、他の技法以上
に道具を揃える必要があるが、織る技法において用いられる道具はすべて木材あるいは鉄材によって
作れるものであり、自分たちの身の回りにあるものによって容易に揃える事ができる。
	 カザフの手芸技法がもつこれらの特徴は、牧畜生活という日中の時間や物資が限られた状況化にお
いても、カザフ人がユルタの内部を美しい装飾で満たすことを可能にしてきたといえるだろう。
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Kazakh Traditional Handcraft Techniques 
-The case of Bayn-olgii, Mongolia-  
Chieko Hirota 
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Summery: 
 This is a report about the Kazakh traditional handcraft techniques which are seen in Bayn-olgii, 
Mongolia. Kazakh nomads live in yurts, called "kiz ui" in Kazakh. Their yurts are filled with 
ornamentation, such as wall hangings, weaving panels, rugs etc. These handcrafts are made with 
Kazakh traditional ethnic patterns, which are mainly composed of curved shapes like the shape of 
sheep horns or birds. It is said that this type of ornamentation has been made by the hands of 
Kazakh women dating far back into history. Handcraft is called "hol uner" in Kazakh. Generally 
speaking, Kazakh traditional handcrafts are composed of 3 different techniques: "stitching (tigu)," 
"weaving (teru)," and "wrapping (orau)." Kazakh women make wall hangings and rugs by stitching, 
weaving strings by weaving, and straw wall panels -for preventing sand from getting into the yurt- 
by wrapping.  
 Kazakh traditional handcraft techniques have many common features. Firstly, each technique can 
be created through easy repetitive movements, which do not require complicated actions. So you 
can learn all traditional techniques by practicing and repeating the same movements. Secondly, each 
technique can express curves and straight lines freely. That is to say, each technique can express the 
Kazakh traditional patterns easily which are composed by curves and straight lines. Thirdly, all 
techniques don't need to use many tools. Additionally, as all tools to make ornaments are made by 
wood or iron, if you lack a specific tool, other objects used in daily life are easily substituted 
instead. 
 These are all features of Kazakh traditional handcrafts techniques that have made the Kazakh 
women's handcraft work possible and allowed women to adorn their yurts with beautiful 
ornamentation even within the limited conditions of nomadic life. 
－ 149 －
